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各学部・委員会などの対応・動向

今回の震災は平成23年度最後の入学試験の出願期間中の出来事であった。出願した願書は無事に届くのか。入学試
験は実施できるのか。それを見極める時間も状況を伝える広報手段も限られている。不安を抱いているであろう本学を
志願する受験生や保護者の心情を最大限に考慮しなければならない。日々 刻 と々変わる状況の中で取った対応とは…。

入学試験委員会・
広報委員会の対応と課題

入学試験委員会・広報委員会

入学試験に対する対応

（被災者への対応）

　今回発生した震災の被害は甚大であり、就学に与え

る影響は計り知れないものであることが予想された。平

成２３年度入学試験においては、被災等により受験機

会を逸した受験生の立場に最大限配慮し、可能な限り

柔軟な対応をすべく検討を始めた。３月下旬には、入学

検定料の免除や４月中旬まで出願可能とした「一般入

学試験Ｂ日程」および「大学入試センター試験入学試

験Ｃ日程」の特別措置を講じ、ホームページや新聞掲

載などを通じて情報を発信した（河北新報３月２９日掲

出）。また、平成２３年度入学試験合格者で修学が困難

となり、平成２４年度からの入学を希望する場合に関す

る入学手続き特例措置を設け、該当者には別途対応を

行った。

　さらに、平成２４年度入学試験における被災した受験

生への対応についても検討を始めた。その中で、東日

本大震災の被災者を対象とした「スカラシップ入学試

験（案）」が専修大学入学課より提示された。これを受

けて、本学でも当該入学試験制度実施の可能性につい

て、慎重に協議を重ねると共に、専修大学入学課とも

協議・検討を行った。その結果、被災地域の復興に寄与

する人材を育成することは学校法人専修大学の責務

であるという趣旨により、「被災者支援スカラシップ入

学試験」という名称で両大学において実施する方向と

なった。

　この入試制度では、入学検定料は、公的機関等が発

行する東日本大震災による罹災または被災証明書の

提出により免除とし、給付する奨学金の内容は以下の

通りとした。

　１.  ４年間の授業料および施設費相当額を免除

　２． これらの給付金は卒業後も返還の義務はなし

　また、本入学試験制度の実施期間は３年間とした（被

災地域の復興状況により短縮する場合もあり）。

　被災した受験生を対象に高等教育を学ぶことのでき

る機会と環境を整え、明日の地域社会の屋台骨を支え

る人材を育てたいという石巻専修大学と専修大学の思

いがひとつの形となった。

　平成24年度の他の入学試験においても、公的機関

等が発行する東日本大震災による罹災または被災証明

書の提出により入学検定料を免除することが決定され

た。

（課題）

　来年度以降の志願者の確保があげられる。マスコミ
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は、本学の被害はほぼゼロであったにもかかわらず、

その状況は取り上げてくれない。「石巻」＝「被災地」

というイメージが定着してしまい、風評被害につな

がっていると思われる。

　震災の影響で開始時期が遅延した業者主催の進

学相談会が６月初旬から始まると同時に高校訪問な

どの募集活動を開始した。その中で、本学の被害状

況に関する質問が多かったのは言うまでもない。中に

は、「石巻専修大学は津波の被害にあって大変なこ

とになっている」、「学生募集はしていない」などとい

う声も多く耳にした。

　関連して、石巻市内の居住環境や公共交通機関

による通学手段などに関する学生生活への不安が

あり、子供を安全・安心な場所で学ばせることができ

るのかという心配につながっている。

　このような状況を踏まえると、当然ながら高校生に

も誤解を招いていることは十分予想される。

　これらのマイナスイメージを払拭するのには、地道

な広報活動を通じた志願者確保が必要であると認

識している。現時点では、前述した居住環境や公共

交通機関の復旧には、かなりの時間を要するのでは

と危惧しており、関係各部署の迅速な対応を期待し

ている。

入学試験委員会・広報委員会
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各学部・委員会などの対応・動向

〈被災者支援スカラシップ入学試験〉



123

入学試験委員会・広報委員会

１ 

そ
の
時
、
大
学
は

２ 

大
学
の
被
災
状
況

３ 

地
震
直
後
か
ら
の

　

 

大
学
の
対
応　
　

４ 

地
域
社
会
へ
の
貢
献
５ 

各
学
部
・
委
員
会　

　

 

な
ど
の
対
応
・
動
向 

６ 

建
物
と
地
盤
に

つ
い
て　
　

７ 

震
災
を
振
り
返
っ
て

資
料
編


